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論文内容の要旨
【背景】







































　近年のCTの普及により、すりガラス陰影 （ground-glass opacity, GGO） を含む肺野末
梢結節 （ground-glass nodule, GGN） の発見数が増加している。本論文は、GGNに対する
気管支鏡下生検 （transbronchial biopsy, TBB） における、気管支内超音波 （endobronchial 
ultrasound, EBUS） の有用性を後ろ向きに解析した研究報告である。本研究の被験者群
においては、既知の、あるいは筆者らがこれまで報告したTBBの診断率に影響する諸因
子（結節存在部位、CT上結節内でconsolidationが占める割合 [consolidation-to-tumor ratio, 
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